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意見交換会のようす＝３月９日

今
年
も
６
月
６
日(

日)

に
「
一
日
一

汗
運
動
」
が
町
内
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
清
掃
活
動
を
通
し

て
環
境
美
化
へ
の
関
心
や
意
識
を
高

め
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
郷
土
を

愛
す
る
心
を
育
ん
で
頂
く
こ
と
を
目

的
に
区
長
会
な
ど
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
各
地
区
と
も
区
長
さ
ん
を

中
心
に
地
域
住
民
が
総
出
で
道
路
沿

い
や
空
き
地
の
草
刈
作
業
を
は
じ
め

花
壇
の
除
草
や
ご
み
拾
い
に
汗
を
流

し
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
見
違
え
る
よ
う

に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
収
集
し
た
ご
み
は
、
分
別
し

た
う
え
、
倉
岳
支
所
に
集
め
ら
れ
翌
日

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

棚
底
の
黒
砂
糖
…
そ
の
二

前
回
に
引
き
続
き
黒
砂
糖
の
話
で

す
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
数
人
の

方
か
ら
石
製
の
砂
糖
車
の
存
在
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、
具
体

的
な
砂
糖
製
造
に
つ
い
て
の
記
憶
が

あ
る
方
に
は
ま
だ
巡
り
合
わ
な
い
で

い
ま
す
。

宮
田
の
西
の
原
付
近
で
は
昭
和
三

十
年
代
ま
で
製
糖
が
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
、
聞
き
取
り
で
何
ら
か
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

明
治
三
五
年
の
熊
本
県
の
統
計
に

よ
り
ま
す
と
、
熊
本
県
砂
糖
生
産
高

の
約
七
割
近
く
を
天
草
産
が
占
め
て

い
ま
す
。

当
時
の
天
草
で
製
糖
に
従
事
し
て

い
る
戸
数
は
五
三
四
戸
で
、
当
時
の

村
数
六
三
村
で
単
純
に
割
り
ま
す
と

一
村
当
り
八
・
五
戸
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
砂
糖
車
の
確
認
で
棚
底

村
の
数
も
そ
れ
ぐ
ら
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

前
回
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
搾
り
は
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
で
す
。
下
の
写
真
の
よ
う
に

屋
外
の
作
業
で
あ
っ
た
の
か
、
専
用
の

小
屋
が
あ
っ
た
の
か
も
分
り
ま
せ
ん
。

今
後
し
ば
ら
く
は
、
調
査
を
続
け
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
し
て
、
何
ら
か
の
成
果
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
別
の
機
会
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

そ
れ
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
よ
り
細
か
っ

た
ア
マ
キ
ビ
の
正
式
な
名
称
を
ご
存

じ
の
方
は
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

三
区

歳
川
喜
三
生

奄美大島のサトウキビしぼり風景

このような風景画がかつての棚底にも見られ

たのでしょうか。昔の絵葉書用に馬も人間も

ポーズを取った写真です。棚底ではほとんど

牛が使われていたようです。かなりの重労働

で、五和では牛が痩せるためあまり牛を貸し

たくなかったとの話も残っています。時には人

力で回すこともあったのかもしれません。

黒砂糖搾り機（側面図）

右に伸びている回し棒に直結した中央の砂糖

車が左回りに回ると木製の歯車で連動した左

右の石車が右回りに回り、車の間にサトウキ

ビを差し込んでしぼります。これは四国の例で

すが、棚底の道具もほぼ同じだったと考えら

れます。棚底では砂糖車だけが残っています。

地
区
民
総
出
で
草
刈
作
業
や
ご

み
拾
い
に
汗
流
す
＝
棚
底
５
区
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今月の石垣散策トイレ掃除当番
地域づくり部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

７月 ４日（日）倉岳地区一斉避難訓練

７月 ６日（火）上天草大水害５０年式典

７月１１日（日）棚底城跡草刈作業

７月２０日（火）防犯パトロール

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
６
１
号

今年度予定している事業に整備管理用道路工事がありま

す。工事予定地は国指定の範囲に入っているので、そこに

遺跡が残っていないか確認する必要があり、そのために簡

単な確認調査を実施します。

文化庁から許可がおりたら、文化課の職員数人で調査しま

す。調査期間中は山登り等の妨げになるかもしれませんが、

ご理解をお願いします。

とても小規模かつ遺跡が確認される可能性は低いので、

今回は現地説明会などは実施しません。

（天草市文化課 宮崎）

～道路工事に伴う発掘調査をします～

【調査予定地】

今
年
は
、
５
月
１
５
日
に
県
内
を
含

む
九
州
北
部
が
平
年
よ
り
２
０
日
、
１

９
５
１
年
の
統
計
開
始
以
降
、
２
番
目

の
早
さ
で
梅
雨
入
り
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
は
、
７
月
３
日
夜
か
ら
４
日

朝
に
か
け
て
地
球
温
暖
化
の
影
響
と

思
わ
れ
る
線
状
降
水
帯
に
よ
り
県
南

部
を
中
心
に
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩

れ
な
ど
が
発
生
、
家
屋
・
橋
梁
の
破

壊
・
流
失
、
お
よ
び
浸
水
で
壊
滅
的
な

大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、

人
的
被
害
も
深
刻
で
死
者
６
５
人
、
行

方
不
明
者
２
人
が
犠
牲
と
な
ら
れ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

翻
っ
て
我
が
倉
岳
町
は
と
い
う
と
、

昭
和
４
７
年
７
月
６
日
に
同
じ
よ
う

な
大
水
害
を
経
験
し
ま
し
た
。
近
年
、

全
国
各
地
で
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
、
そ

の
度
に
当
時
の
状
況
を
思
い
出
し
ま

す
。
因
み
に
そ
の
時
生
ま
れ
た
人
が
今

年
５
０
歳
、
改
め
て
年
月
の
長
さ
を
感

じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

倉
岳
町
で
は
、
７
月
６
日(

火
）
に
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
、
３
地
区
振
興

会
共
催
で
上
天
草
大
水
害
５
０
年
式

典
を
『
５
０
年
目
の
節
目
の
年
と
な
る

こ
と
か
ら
当
時
の
被
害
の
大
き
さ
を

忘
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
』
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
天
草
市
長
を
始
め
鶴
戸
市

議
や
被
災
者
家
族
な
ど
関
係
者
が
出

席
し
、
献
花
や
講
演
、
作
文
発
表
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
町
民
の
皆
様
も
犠

牲
者
に
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、
こ

れ
か
ら
も
上
天
草
大
水
害
を
後
世
に

語
り
継
い
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
天
草
大
水
害

あ
れ
か
ら
５
０
年
！

災害想定

大雨による土砂災害発生の恐れ

午前９時 サイレン吹鳴・避難開始

避難場所

各地区で定めた避難場所

※コロナ感染防止の為マスク着用、３密回避等

当日、発熱、体調不良の方は、参加自粛

令和３年５月２０日から変更になりました

令和３年７月４日（日）は


